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 クルマエビは最も単価の高い水産種のひとつですが，
近年は漁獲量の低迷が続いています。このため、毎年稚
エビの放流が行われていますが、必ずしも理想的な放流
が実践されているとも限りません。本マニュアルがクル
マエビの放流現場で活用され，放流した稚エビの生き残
りを少しでも良くする一助になれば幸いです。 
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その他 

 

●放流場所の下見 

 浅い海の底は変化しやすいので事前に下見をしましょう。工事
などで砂が入れられた場所は避けたほうが無難でしょう。また，
アナアオサが多い海岸は，エビが砂に潜れなかったり水が腐りや
すいので，注意が必要です。 

●活魚トラックからの放流 
 活魚トラックが海際に近づければ，ホース
でのサイホンや立ちこみでも放流できます。
しかし，一度に放流できる範囲が半径数十m
と狭いことが欠点です。ホースを使って放流
する場合は，必ずエビの全長よりも広い内径
のホースを使いましょう。 
 
●小型作業船使用のススメ 
 船を使うと素早く広範囲に放流することが
できます。放流場所は水深2m以浅なので，
船外機の作業船が便利です。水槽を乗せ，爆
気しながらエビを輸送できれば理想的です。 
 
●輸送用の船が必要な場合 
 10t前後の沿岸漁船には魚槽や爆気設備が
あり，輸送船として便利です。喫水が深いの
で放流場所近くで小型作業船にエビを乗せ換
えて放流します。 

●放流の潮時は？ 
 干潟や砂浜での放流には満ち潮の時間帯を選びましょう。引き
潮ではエビが砂に潜る前に浜に打ち上げられてしまう危険があり
ます。大きな潮だまりがあれば，そこに放流することで潮が満ち
るまでに海水に順応したり砂に潜る時間が稼げるほか，事前に網
を用いてハゼなどの外敵を除去することも可能です。ただし，水
温が高すぎる場合があるので注意しましょう。 

 

４ 



 

 放流するエビのサイズや数，放流場所の立地条件などによって
作業の手順は異なりますが，ここでは「中間育成水槽から網カゴ
で捕獲 ⇒ 輸送用のカゴに梱包 ⇒ 活魚車で輸送 ⇒ 輸送船の魚槽
に分配 ⇒ 小型作業船に積み替えて放流」の手順をとった場合の
チェック項目を例示します。作業上の矛盾が生じる項目もありま
すが，少しでも良い放流を行うことが漁獲量の向上に繋がります。 

 

 

＜中間育成施設での取り上げ ⇒ 活魚車での輸送＞ 

□ 網カゴを仕掛ける時間は，なるべく短時間にとどめる。 

□ 網カゴに入るエビは，なるべく少ないほうが望ましい。 

□ 輸送カゴに入れるエビは，なるべく少ないほうが望ましい。 

□ 放流地との水温差を把握し，昇温（降温）計画を立てる。 

□ 輸送中も活魚槽内の爆気や酸素量をこまめに確認する。 

 

＜活魚車が港に到着 ⇒ 輸送船の魚槽に分配＞ 

□ 放流地と活魚車水槽の水温の差を再確認する。 

□ 時間をかけて活魚車水槽の水温を現地水温に近づける。 

□ あらかじめ輸送船の魚槽の水を新鮮にし，爆気しておく。 

□ 魚槽内の輸送カゴは全て水に浸り，かつ水が回っているか？ 

 

＜輸送船の出港 ⇒ 小型作業船で放流＞ 

□ 各放流船（小型作業船）の放流場所と会合場所を定めておく。 

□ エビが乾かないよう注意する。 

□ 放流時にはエビを空中に投げ出さず，水中で静かに放す。 

５ 

① 元気な状態で放す 

放流チェックリスト 



 

＜放流場所の選定＞ 

□ 水深は2m以浅か？ 

□ 過去に稚エビが捕れた実績があるか？ 

□ 底質は軟らかく細かい砂地か？ 

         （荒砂，小石，磯，ヘドロは不適） 

□ 底質から硫化水素の匂い（腐卵臭）はしないか？ 

□ 溶存酸素は十分にあるか？ 

□ 底の水温・塩分を測定し，現場指揮者に伝達 

□ 放流予定場所の水質が悪い場合の代替地の選定 

 

＜放流時＞ 

□ 船の下は軟らかく，細かい砂地か？ 

         （荒砂，小石，磯，ヘドロは不適） 

□ 水深は2mより浅いか？ 

□ 狭い範囲に集中して撒いてはいないか？ 

□ エビは水中で静かに放す 

【夜間放流の可能性】 

 大抵の放流は昼間に行われますが，クルマエビは夜行性の生き
物です。つまり，昼間の放流では，エビはまだ眠い時間帯に激し
い環境変化に晒されることになります。また，夜間は鳥などの視
覚に頼る捕食者に見つかる可能性が低くなります。 

 富山県や九州では，この点に着目した夜間放流が試験的に行わ
れています。試験結果は上々だそうで，いかに放流初期の生残が
大切かを物語っています。 

６ 

② 生き残れる環境に放す 



                                                       年  月  日  
 

                                 様 

 以下の通りクルマエビを発送しましたので，種苗の受け

入れと放流の準備をお願いします。 
 

時間：   時   分発     時   分着予定 

出発地： □ 北部中間育成施設（鈴鹿） 

       □ 南部中間育成施設（伊勢） 

       □ その他（           ） 

【送付するクルマエビの詳細】 

平均全長：     cm       個体数：約            万 

輸送カゴの総数：     個     使用トラック：     台 

 

【輸送環境（発送時）】 

          水温：       ℃  塩分：     .   ppt  

【その他連絡事項】 

 

 

 

【連絡先】 

   放流全般   担当者名：                 

                   電話番号：                
 

   トラック       代表者名：               

               電話番号：                 

クルマエビ放流種苗発送連絡票 

（連絡票の例） 

７ 
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放流に適した底質 
 

 クルマエビは砂に潜って身を隠すため，潜れる海底に放流するこ
とが重要です。放流用のクルマエビを様々な砂に置き，5分以内に
潜った個体数を数えた実験を行いました。砂が細かいほどエビが潜
りやすかった様ですが，粒度の組成によって潜りやすさに微妙な違
いがありました。稚エビの分布調査の結果と漁場の分布を重ね合わ
せると，おおむね0.125～0.5㎜の粒径をもつ細砂が、クルマエビ
の放流に適した底質であると考えられます。 

試験を行った底質の粒度組成（左）と5分後の潜砂率（右）（◎：完全潜砂，
○：半身潜砂，△腰部のみ潜砂，×：全身が露出） 

調査結果からみた底質の粒度組成の類似度の2次元配置図と，推定されたクル
マエビの生息状況 

９ 

粒径（㎜） 




